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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【退院】
・二部　定男様～東合併症室から死亡退院となる。

【転出】
・三浦　はま様～東Cユニット5号室から南病棟Aユニット112号室

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　理佳様～不眠時デエビゴ（2.5）5回分処方

・板橋　政雄様～経管栄養チューブ自抜、交換指示あり実施。

・澤口　利香様～ヘパリン軟膏、尿素クリーム処方

・松井　ミサ様～持参のツムラ補中益気湯エキス中止の指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中は他室へ侵入し他者の私物を漁る行為有り他者から威嚇、クレームを受ける事が頻回な為早めに開放観察終了している。隔離中は不潔行為、不穏行動無く経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。対面時血統に関する誇大妄想様言動聞かれるが眼光の鋭さ、攻撃性は無い。自室内壁蹴り、ドア蹴り無く静穏に過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・中川原佳宏様～終日隔離中。午前2時間の開放観察実施。開放観察中はユニット内をゆっくりと散歩するテレビ鑑賞する等して過ごしている。帰室時の拒否、抵抗無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・戸来　栄一様～身体拘束中。両上肢拘束帯一時解除し食事は自力で全量摂取。対面時の攻撃性、易怒性、再拘束時の拒否、抵抗、拘束部位の循環障害無し。
引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・板橋　政雄様～身体拘束中。ベッド上での体動活発で、点滴自抜あり都度刺し替え行っている。安静保持できない為、両上肢の身体拘束実施。バイタルサインの異常や拘束部位の循環障害なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜要注目患者様情報＞
・特に無し
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＜金Dr診察情報＞
・戸来　栄一様～診察時受け答えスムーズ。落ち着いている事から午前午後１時間ずつの拘束解除の指示あり

・大釜美香子様～拒食する事や残飯漁りなどの問題行動、帰宅要求見られる事あると報告。診察時のやり取りは落ち着いており筆談で疎通良好。
主治医より、早期にBユニットへ転室する様指示あり。

・東野　愛　様～診察中も妄想に左右された発言聞かれる。
臨時薬処方変更無し。

・沼山真紀子様～担当と相談し、カタログで買い物する事にした事自宅に届けてもらって持ってきて貰う予定である事報告している。
体重についても報告している。処方変更なし。

・清川　美奈様～本人幻聴は悪口“死ね”“自殺しろ”が聴こえるという。増薬する事となりクエチアピン150→300㎎へ増量。

・袴田サクラ様～徘徊脱衣行為がある事疎通が取れない事もある事を報告する。食事中にも立ち上がり壁に向って箸で何かつかもうとしていた事報告。
処方変更無し。

・河村　紀明様～拒薬1回あった事弱視での生活支障ある事伝える。
診察では帰宅要求聞かれ「今日帰ります」と話している。

・高杉　洋子様～入院後、次第に落ち着かれた事、9/15呼吸困難と排痰困難訴えバイタル異常無い事報告する。主治医より家族とのエピソードを例に挙げるとどのような行動に出るか等自分の癖を知るよう伝えられるが納得できない様子見られる。自分で家族に対し「我儘だったと思います」と話している。
